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厚
生
労
働
省
は
四
月
三
○
日
、「
高
度
外
国

人
材
活
用
の
た
め
の
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

発
表
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
な
か
、
経
済
活
力
と
潜
在
成
長
力
を
高

め
る
に
は
、
国
内
人
材
に
加
え
、
高
度
外
国

人
材
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
加
え
、
高
度
外
国
人
材
本
人
に
も
実
施

し
た
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
盛
り
込
み
、

高
度
外
国
人
材
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
や
定
着
に

向
け
た
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

高
度
外
国
人
材
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
最
初
に
、
高
度
外
国
人

材
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
に
向
け
て
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
。
①
海
外
取
引
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
拡
大（
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
の
推
進
）
②
外
国
人
な
ら
で
は
の

能
力
・
発
想
の
活
用
③
国
内
の
外
国
人
向
け

サ
ー
ビ
ス
需
要
へ
の
対
応
④
優
秀
な
人
材
の

確
保
⑤
内
な
る
国
際
化
の
促
進
―
―
を
あ
げ

る
。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
海
外
取
引
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
拡
大
に
つ
い
て
は
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ

ス
習
慣
や
言
語
に
精
通
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
情
報
収
集
は
、

日
本
人
社
員
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
指
摘

す
る
。　

　

そ
の
う
え
で
、
海
外
で
取
引
先
拡
大
に
つ

な
が
っ
た
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
社
の

経
営
方
針
を
理
解
し
た
高
度
外
国
人
材
は
貴

重
な
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
で
あ
り
、
海
外
と
の
交

渉
や
契
約
、
海
外
市
場
の
開
拓
、
海
外
拠
点

の
設
置
運
営
な
ど
が
円
滑
に
進
む
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
説

明
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
⑤
の
内
な
る
国
際
化
の
促
進

に
つ
い
て
は
、
高
度
外
国
人
材
が
組
織
に
加

わ
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
の

必
要
性
を
実
感
し
、
外
国
の
歴
史
や
文
化
、

商
習
慣
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、
日
本
人

社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
が
刺
激
さ
れ
る
と

指
摘
。
高
度
外
国
人
材
が
チ
ー
ム
に
加
わ
る

こ
と
で
、
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
高
め
、

日
本
人
若
手
社
員
の
気
づ
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
効
果
が
期
待
で
き
る
と
す
る
。

高
度
外
国
人
材
の
タ
イ
プ
と
特
徴
を

整
理

　

次
に
、
高
度
外
国
人
材
の
採
用
・
活
用
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
タ
イ
プ
と
特
徴
を
、

目
的
に
応
じ
て
、
二
つ
に
整
理
し
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
高
度
外
国
人
材
な
ら
で
は
の

能
力
・
技
術
に
着
目
し
、
採
用
・
活
用
す
る

ケ
ー
ス
だ
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
入
社
時
に

ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
職
務
内
容
を
決
め
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
職
種
別
採
用
な
ど
職
務
を
定
め

た
新
卒
や
中
途
採
用
が
あ
て
は
ま
る
と
す
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
将
来
必
要
と
な
る
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
高
度
外
国
人
材

を
採
用
・
活
用
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
こ
う
し
た

場
合
は
、
日
本
人
と
同
様
に
採
用
す
る
こ
と

と
し
て
、
採
用
時
は
職
務
を
限
定
し
な
い
で
、

広
く
職
務
を
体
験
さ
せ
る
考
え
方
に
基
づ
き
、

日
本
人
材
と
区
別
な
く
採
用
・
活
用
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

母
国
と
の
つ
な
が
り
や
専
門
性
を 

活
か
せ
る
仕
事
に

　

最
後
に
、
高
度
外
国
人
材
が
企
業
に
定
着

し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
三
つ
紹
介
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
採
用
・
配
置
の
際
に
配
慮
す
べ

き
事
項
と
し
て
は
、
求
め
る
人
材
像
な
ど
採

用
方
針
の
明
確
化
、
留
学
生
の
就
職
活
動
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
把
握
、
在
留
資
格
の
確
認
、

日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
日

本
文
化
へ
の
適
応
性
、
処
遇
と
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
、
将
来
の
勤
務
地
な
ど
を
あ
げ
る
。

　

そ
の
上
で
、
採
用
し
た
高
度
外
国
人
材
に

持
て
る
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
戦
略
的
な
人
事
配
置
が
重
要
と
し

て
、
可
能
な
範
囲
で
「
母
国
と
つ
な
が
り
の

あ
る
仕
事
」、「
大
学
で
学
ん
だ
専
門
性
を
活

か
せ
る
仕
事
」
が
で
き
る
部
署
へ
配
属
し
、

本
人
が
納
得
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
指
摘

す
る
。

周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

工
夫
を

　

第
二
に
、
短
期
的
な
視
点
と
し
て
、
日
々

の
業
務
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
策
を
示
す
。

高
度
外
国
人
材
が
、
仕
事
に
不
安
や
不
満
を

抱
え
た
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る

背
景
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
習
慣
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
、
日
本
語
能
力

の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

対
応
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

円
滑
化
の
た
め
の
研
修
、
異
文
化
に
対
す
る

理
解
の
促
進
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
踏
ま

え
た
指
導
の
仕
方
な
ど
を
あ
げ
、
活
用
が
進

ん
で
い
る
企
業
で
は
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
、
円
滑
化
の
た
め
の
体

制
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
併
せ

て
紹
介
し
た
。

中
核
人
材
と
し
て
育
成
す
る
ポ
イ
ン
ト

　

第
三
に
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
中
核

人
材
と
し
て
育
成
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
す
る
。
高
度
外
国
人
材
を
中
核
人
材
と

し
て
育
成
す
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
の
確
認
、
自
社
の
価
値
観
や
将
来
像
の
明

示
な
ど
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
明
確
化
、
能
力
や
成
果
に
応
じ
た
評

価
・
処
遇
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

と
く
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」
を
意
識
す
る
高
度
外
国

人
材
が
多
い
こ
と
か
ら
、
外
国
人
材
で
も

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
道
が
開
け
て
い
る
こ
と

を
示
す
好
事
例
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
指
摘
す
る
。�

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

人
材
活
用
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高
度
外
国
人
材
の
活
用
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
表
―
―
厚
労
省




